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　上記の現象は今でこそ『エピタキシャル成長時におけるスピノーダル分解』として説明することができますが、
最初から狙っていたわけではありません。当初、私は『チタン酸ストロンチウム単結晶基板の上にチタン酸スト
ロンチウムの薄膜を成長させたら結晶性の高い薄膜が得られるのでは？』と安直に考えてある学生の卒業研究の
テーマとして与えておりました。その学生はＸ線回折装置を使って作製した薄膜の結晶構造を調べたところ、「１
本しか回折ピークが観察されないはずなのにたくさんのピークが観測されて不思議です」と相談に来てくれまし
たが、これがこの現象の発見のきっかけになりました。いわゆる『セレンディピティ』だと思っています。これ
以外にも、これまでの静岡大学での研究でもう一つ『セレンディピティ』と言えそうな現象にも巡り会うことが
できました。AI全盛の現在ですが、やはり新しい発見は人間にしかできないと信じています。これからも一緒
に研究をしているスタッフや学生と一緒に、一つでも多くの『セレンディピティ』を見つけることができるよう
に努力をして行きたいと考えています。

　カルピスの原液をコップの底に入れてから水を注いでかき混ぜると味の均一
なカルピスができます。もし、コップの底の部分から水面の方向に向かって味
の濃い層と薄い層が交互に積み重なるようなカルピスが自発的にできたら驚き
ですよね。このようなカルピスを作ることは不可能です。しかし、私たちが開
発したダイナミックオーロラPLDを用いて磁場中で作製した薄膜ではこのよ
うな構造、すなわち、濃度の濃い層と薄い層が自発的に交互に積み重なった構
造を作ることができるのです。磁場をかけずに作製した薄膜ではこのような構
造にはならず、濃度が一定となります。さらに、濃度の濃い層と薄い層が自発
的に交互に積み重なった構造の薄膜は濃度が均一の構造の薄膜が示さない強誘
電性という物性を発現することも見いだしました。このことは、自然界に存在
しない機能材料がダイナミックオーロラPLDを用いることにより創製できる
ことを意味します。
　自然界のオーロラは太陽風（陽イオンの流れ）が地球の地磁気に沿って磁場
の強い極地方に降り注ぐときに発光する現象ですが、ダイナミックオーロラ
PLDは類似の環境を実験室で生じさせることのできる装置、すなわち人工のオ
ーロラ発生装置と言えます。しかし、成膜時に磁場を印加することは単にきれ
いな発光をもたらすのみならず、新しい材料科学の構築に道を拓くものと考え
ています。
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